
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

　 ロ シ ア に お け る ワ グ ネ リ ズ ム

ー ヴ ャ チ ェ ス ラ フ ・イ ワ
ー ノ ブ の 場 合 一

太 　　田 　　丈 太 郎

　 ロ シ ア に ワ グ ネ リズ ム が 定着 した の は 1890年代 と され て い る 。 しば し ば ニ ー

チ ェ 主 義 と結 び つ きなが ら ， そ れ は 19  5年 の 革 命 か ら 第
一

次大 戦 前夜 まで に 絶

頂 を迎 え ， 大戦 中 に は 一
時衰退 す る 。 だが ボ リシ ェ ヴ ィ キ 革命の 勃 発 と と もに

復 活 し ， さ らに 1920年 代 の 大 衆 演 劇 に お い て も重 要 な



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

グ ナ
ー の 著 作 ， と くに rオ ペ ラ と ドラ マ 』（1851）や 『ベ ー

ト
ー

ヴ ェ ン 』（1870）の

影響 が顕 著 で あ る 。 音 楽の 精神か らギ リ シ ア 悲劇が 誕 生 した とい う有名 なテ
ー

ゼ に して も ， す で に ワ
ー

グ ナ
ー に 見 られ る 。 『〈楽劇〉 とい う名称 に つ い て 』 で

彼 は
，

シ ョ
ー ペ ン ハ ウ ア ー の 影響 の もと に 音 楽 は ドラ マ の 「母 胎」で あ る と し ，

自身の 音楽 ドラ マ を 「音楽の 可 視 的 に な っ た 行為」 と定義 して い た 。

5
さ ら に ，

シ ョ
ー ペ ン ハ ウ ア

ー
哲学 に 耽 溺す る 以 前 に 書 か れ た 断 片 r未 来 の 芸術 家』

（1849＞で も ， 彼 は 「音 楽 か ら の 誕 生 ，
ア イ ス キ ュ ロ ス

。 デ カ ダ ン ス 　　 エ ウ リ

ピ デ ス 」 と記 して い る 。 悲劇 を め ぐる ニ
ー

チ ェ の 基 本的考察 は
， ワ

ー
グ ナ

ー に

よ っ て と うに先取 りされ て い た の で あ る 。

6

　イ ワ
ー ノ ブ が 実際 に ワ

ー
グ ナ

ー を読 ん で い た に しろ
， その 著作の 影響 は 彼の

テ ク ス トの 表層 に 現 れ て は い な い
。 彼 は 直接 引 用 す る こ と も， 著作名 を明示す

る こ と も しな い
。 だ が ， 数 々 の 論文 で 盛 ん に そ の 楽 劇 に つ い て 論 じて い る 。 な

か で も 『ワ
ー

グ ナ
ー と デ ィ オ ニ ュ ソ ス 劇 BaPHep 　H 凧HOHmeOBO 　gefieTBoi

（1905）と 『予感 と前 兆 皿peAgyBCTBUH 　u 　upeABeeTEfi1 （1906）は ， 彼 の ワ
ー

グ

ナー 受容 の 問 題 を探 る うえで 重 要 な論文 で あ る 。 こ の 二 論文 は 1905年 の 革命 の

時期 に 発表 さ れ て い る が ， 注 目すべ きこ と に ， ワ ー グ ナ ー の 著作 の 翻 訳 や 本 格

的 な研究書が ロ シ ア で 現れ は じめ た の も ま さ に こ の 時期 で あ る 。
1905 年 に H ．

リ シ ェ タ ン ベ ル ジ ェ ル の ワ
ー

グ ナ
ー 研 究 書 が 翻 訳 され ， 翌 年 に は 『芸術 と革

命亅 と 『オ ペ ラ と ドラ マ 』 の ロ シ ア 語版が 出 版 され て い る 。

71905
年 の 革命 が

知識 人 と民 衆 の 問 に 横 た わ る 途方 もな い 懸隔 を露呈 し た だけ に ， 演 劇 に お け る

舞台 と観客 の 隔絶 の 問 題 は知 識 人 と民 衆の 断絶 の 問 題 と同
一

視 され ， 演劇 の 改

革 は 社 会統合 の 手段 と まで 考 え ら れ た 。

8
こ の 点 ワ ー グ ナ ー の 著 作 は ， 当 時 の

ロ シ ア 思 潮 に と っ て ま さ に 焦眉の 政 治 問 題 に も関 わ っ て い た の で あ る 。

2 ． f未 来 の ドラ マ 」の ヴ ィ ジ ョ ン

　上記 の 二 論文 で イ ワ ー ノ ブ は ， 現 代 の ドラ マ に ギ リ シ ア 悲劇 の コ ロ ス と オ ル

ケ ス トラ を文字 どお り復 活 させ る こ と ， そ れ に よ っ て 舞台 と観客の 区 別 ， 能動

者 と受動者の 区別 の な い 共 同 の 集 団 的 演 劇 を創造す る こ と を提 唱 して い る 。 彼

は もっ ぱ ら こ うした 観点 か ら ワ ー グ ナ ー を受容 ・ 批 判す る 。 す な わ ち ．
ワ ー グ

ナ
ー の 楽劇 で は 「行動す る llefiTbJ 要素 に 対 して 「観 る co3epqaTbj 要 素 が

勝 っ て い る
， そ の た め 舞台 と観客 とが

一
つ に 融合す る こ とが な い

， とい うの で

あ る 。 「我 々 が 集 まろ うと欲す る の は ， 集 団的 に （co60PHO ＞創造す る ． 《行動 す

る〉 た め で
，

た だ 観 る た め だ け で は な い 。 《観 る た め で な く行動 の た め zu
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schalfen ，　nicht 　zu 　schauen 》　
E

な の で あ る 。 〈… 〉観 客 は 行 動 者 に
，

ド ラ マ

（AekCTBO ）の 共 同参加者 に な らなけ れ ば な ら ない 」（SS　B，95）

　ワ
ー

ダ ナ
ー も rオペ ラ と ドラ マ 亅 で ， 観客 が ドラ マ の 生 成 に有機的 に参加す

る 共 同 創造 を唱 え ， 理 想的 に は観客 こ そ芸術 作品 の 本来の 実現者 で あ る と述 べ

て い る 。 その 際 重要 な 役割 を果 た す の が 音 楽 で あ る 。 「旋律的因子」 （い わ ゆ る

「ラ イ トモ テ ィ
ー

フ 」） が 観客 の 内 に 「予感 と回想 を喚 び 起 こ す こ と で
， 観

客 は ドラ マ の 生 成 に 直接 参 加 す る 者 と な る 。 ワ ー グ ナ
ー

に よ る と ， オ
ー ケ ス ト

ラ は 身振 吟と と もに 「語 り得 ない もの 」 を現 出 させ ， 両 者の 提 携 に よ っ て
， 舞

台 と観客 と が 創造的 に
一

体 とな る ドラ マ が現 前化す る 。

ie
し た が っ て ， 彼 の 作

品 で は 「オ ー ケス トラ が 果 たす役割 は
， ギ リ シ ア 悲劇 の 演劇進行 に 対 して コ ロ

ス が 果 た した 役 割 に ほ ぼ 等 しい 」
ll

と さ れ る 。
コ ロ ス は 「ドラ マ に 宿 る 感情 を

必 然 的 に 導 く とい うみ ず か らの 存在 意義 を ， も っ ぱ ら現 代 の オ
ー ケ ス トラ に 引

き継 が せ た 」
12

の で ある 。

　 イ ワ
ー ノ フ の 批 判 は こ の 点 に 集中 して い る D す な わ ち ， ワ

ー
グ ナ

ー の 作 品 に

は コ ロ ス が 象徴 す る 集 団 的劃造 源理 が 不 充分 で あ る 。 そ の オ ー ケ ス トラ ＝ コ ロ

ス は 「原初 の カ オ ス 」（SS　II
， 84）に す ぎず ， 1秘 め ら れ た 」 もの で あ る か ら だ 。

バ イ ロ イ トで オ ー ケ ス トラ ・ピ ッ トが 観 客か ら見え な く され て い る だ けで は な

い
。 祭 司 ワ ー グ ナ ー は コ ロ ス ＝ 共 同体 に 「合 唱 の 声 と 言 葉 を与 え な い 」。 そ れ

に よ り f多数姓 の シ ン ボ リズ ム を蔑 ろ に して い る」（SS　ll， 99）e 結 局 ， 「祝祭劇

Festspie］j に 集 ま っ た 観衆 は 「シ ン フ ォ ニ
ー

の 根 源的 な声 に 神 秘 的 に 参 与 」 し

つ つ 「オ
ー

ケ ス トラ の オ ル ギ ア 的生 の 理 想的分子 」（SSI ヨ，84 ｝と な る こ と で
，

「ドラ マ に 参加 しは す る もの の ， そ れ は た だ 潜在的 に ， 象徴 的 に だ け で しか な

い 」（SS　II，98）。 オ
ー

ケ ス トラ で は な くオ ル ケ ス トラ を ， 単 な る コ
ー

ラ ス 以 上

の 文字 ど お りの コ ロ ス を ， 現代 の ドラ マ に復 活 させ な けれ ば な ら な い
。 「コ ロ

ス が 解放 され ， 古代 の そ の 十全 な権能 に お い て 完全 に 復 興 さ れ な け れ ば な ら な

い
。 そ れ が な け れ ば 共 同 の ドラ マ 〈ReitGTBO ）は な く， 見世物 （3pegldme ＞が 擾

勢 に な る」（SS　H
．
84｝。

つ ま り， 「虧場 θε arpov 」 を言 葉 本 来 の 意味 で の 「観 ら

れ る 場 所 」 で な く， 「行 動 δpaPt　a 　」 す る 場所 に 変貌 させ る こ と
， さ らに デ ィ オ

ニ ュ ソ ス の 宗教 祭儀 の よ う に 舞台 と観客 ， 知識人 と民衆 を 「生 きた デ ィ オ ニ ュ

ソ ス の
一 肉体 に 変容」（SSU 、 84）させ る 文字 どお りの 秘儀 「ミ ス テ リ ア 」 の 復

活 を ， イ ワ
ー ノ ブ は 説 くの で あ る

。 「〈… 〉 コ ロ ス の 生 き生 き と した 創 造 的 仲 介

で ， ドラ マ （ApaMa ）が 外部 か ら提 供 さ れ た 見 世 物 で は な く， 民 衆 の 共 同体

〈… 〉 の 内面 の こ と とな っ て 初 め て
， 俳 優 と観客 と を

一
個 の オ ル ギ ア の 肉体 に
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融合 さ せ る問題 は 最終的に 解決 され る だ ろ う。 そ して
， 付言す る が ， その よ う

な 共同 体の コ ロ ス の 声が 民 衆 の 真 の 意志 の 表明 され る 本 当 の レ フ ァ レ ン ダム と

な っ て 初 め て
， 実 際 の 政 治 的 自由が 実 現 され る の だ 」　〈SS　II

，
103 ）

　悲劇 の 主役 と コ ロ ス
， 舞台 と観客 ， 詩 人 と民衆 が 「集 合 的 共 同体 co60PHaff

o6 互耶 Ha 」 を形成 して 「共同の 言葉 co60PHoe 　enOBe 」（SS　II、85）を発す る の は ，

オ ル ケ ス トラ に お い て で あ る 。 イ ワ ー ノ ブ は コ ロ ス 及 び オ ル ケ ス トラ を
， 共 同

体の 宗教的 ・政 治的理 念 厂ソ ボ ー ル ノ ス チ co60PfioeTb 」 が 現 実化 され る 象徴

的 な場 と捉 え て い た 。

3 ． 始 源 回 帰 ＝ 革 命の 図 式

　 こ の よ う に ワ
ー

グ ナ
ー を批 判 した とは い え ， 演 劇 革 新 を社 会統 合 （＝ 世界変

革）の 重 要 な手段 と見 て い た 点 で ， イ ワ
ー

ノ ブ は や は りワ
ー

グ ナ ー の 大 きな影

響の もと に あ っ た と言 える 。 ドラ マ に よ る芸術統合は 社 会統合 に 通 ず る と い う

見地自体 ， ワ ー グ ナ
ー が 『芸術 と革命亅 r未来 の 芸術作 品亅な どの 著作 で 展 開

した 思 想 の 眼 目で あ っ た 。 イ ワ ー ノ フ の 様 々 な論 文 で の 言 説 を検 討 して い くと
，

彼が 直接 ワ
ー グナ

ー の 著作 に 考察の 種 を得 て い た こ とが 分 か っ て くる 。 少 な く

と も ， 両者 の 思 想 的 パ ラ レ ル は 実 に 著 しい 。

　パ ラ レ ル と して 第
一

に 指摘 で きる の は t 両者 と も芸術 と社会 の 現状 を超克す

る た め に ， 古代 ア テ ナ イ の 大 デ ィ オ ニ ュ シ ア 祭 を理 想的モ デ ル とす る 厂退 行的

regresslve ＝ 前進的 progressive 」
13

な芸術 ＝ 革命 の 理念 を追求 して い た こ とで

あ る 。 古 代 ギ リ シ ア で は 芸 術 と社 会的 公 共 性 ， ま た 芸 術 と宗教 が
一

致 して い た

ば か りか ， 芸術 の 様 々 な分 野 もポ リス の メ ン バ ー も 「普遍 の な か に 存在 しなが

ら 普 遍 を 内 包 し て い た 」
14

（ワ ー グ ナ
ー ）， 個 体 と し て 全 体 と 調 和 的 に

（oo60PHO ）， 「全 国 民 的 に BceHapo 胆 0 」 （イ ワ ー ノ フ ） 統 合 され て い た と され

る 。 とこ ろ が 現在 は こ の 「始 源 」が 瓦 解 し ， 芸術 的 に も社 会的 に も細 分化 した

結果 ， そ こ か らの 逸脱 ・堕落の 状 況 に あ る 。
こ の よ うな エ ゴ イ ス テ ィ ッ ク に細

分 化 し た 現状 に ワ ー グ ナ ー は 「コ ミ ュ ニ ズ ム 」
15

を ， イ ワ ー ノ ブ は 「ソ ボ ー ル

ノ ス チ ］ を対置す る 。 そ して 現状 の 超 克の た め の プ ロ グ ラ ム は 過 去 に 求め られ

る 。 す なわ ち革命 は ， 始源へ の 回帰 が あ るべ き未来 の ヴ ィ ジ ョ ン に 通 ず る とい

う回 顧 的 な形 を取 る こ と に な る 。 こ こ に 至 っ て 初 め て fエ ゴ イ ズ ム 」 （ワ
ー グ

ナ
ー

）や 「個 体 化 」 （イ ワ
ー ノ ブ ）が 克 服 さ れ ， 芸 術 統 合 と社 会統 合 が 実 現 す

る と され る 。
こ う した 「始 源回帰 ＝ 革命」 の パ ラ ダ イ ム に お い て ， 両 者 の 思 想

の 大枠 を把握す る こ とが で きる の で あ る 。
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　こ う した芸術社会史的 な パ ー
ス ペ ク テ ィ ヴ は

， そ の ま ま音楽の 世 界 に 持 ち込

ま れ る 。 ワ
ー グナ ー は 『才 ペ ラ と ドラ マ 」 で

，
ピア ノ は 「

一 人で ， 他 人 の 協力

な しに 音 楽 を作 る 」 と い う 「自己 本位 の 精神 に 基づ い て 成立」 した もの だ と し

て 批判 す る が ，

16
こ れ は イ ワ

ー ノ ブ も同様 で あ る 。 『現代 シ ン ボ リ ズ ム の 二 つ

の 本性 ABe　CTMxm 　B 　coBpeMeHHoM 　cllb ！BonnBMel （1908）で ， 彼 もピ ア ノ の

発 明 は 「交響的 な 効果 を ， 自分
一

人 の う ちに 閉 じ こ も り， 自分 一 人 に よ っ て 世

界 の 和声 の 多声的 な富 をす べ て 再 現 し よ う と す る 個人的モ ノ ロ ー
グ の 効 果 に ，

純観念論 的 に す b替 える もの 」（SS　II， 545 ）で あ る と批 判 して い る 。
つ ま リピァ

ノ に よ っ て は
， 人 間 の 声や オ ー ケ ス トラ の 諸 楽器 が 集まる こ とで 現前化 され る

fシ ン フ ォ ニ ー
（音声が と もに あ る こ と）」， 個 体 で あ る 各 々 の 音声が 共同で 全

体 を生 み 出 す こ と は か な わ な い
。 そ の 意味 で ピ ア ノ は 両 者 に よ っ て

， 「人 間の

声 」 （ワ
ー

グ ナ
・一

　） また は 「合 唱」 （イ ワ ー ノ フ 〉 とい う始 源 か らの 逸脱 ・細分

化 に ほ か な ら な い と さ れ る の で あ る 。

　 こ の ピ ア ノ をめ ぐる 両 者 の 議 論 は 酷似 して い る 。 もっ と も ， 合唱 そ れ 自体 に

関 して は ， ワ ー グ ナ ー は 「た ん な る 群衆 と して の 表現 は 完全 に 除去 され な けれ

ば な らな い
。 〈… 〉厳密 に他 と区 別 で きる 個 人 の み が 私 た ち の 関 心の 的 な の で

あ る」
17

と
， 自身の 目論 む ドラ マ か ら の 合唱の 排 除 を述 べ て は い る 。 「全体の

構想 に不 相 応 な一 面性 で ソ リス トの 歌手 を前 へ 押 し 出 し 〈… 〉多数 性 の シ ン ポ

リズ ム を蔑 ろ に して い る 」CSS　II， 98 −99）とい うイ ワ ー ノ フ の 楽劇批判 は
， も と

よ りこ こ に発 し て い る 。 しか し． 「個 体 ［入 間の 声｝ が い くつ か 集 ま っ て
一 致

協力す る こ とに よ っ て の み 交響的 な和声 が生 まれ る 」
ユ8

とす る作 曲家の 主 張 は
，

イ ワ
ー

ノ フ の 唱 え る コ ロ ス 原 理 に ご く近 い
。 個 体が 共同 で 全 体 を創造す る とい

う思 想 の 形成 に お い て ， 彼 に 影響 を与 え た
一

つ の 要 因 に ワ
ー

グ ナ
ー

の 著作 が

あ っ た こ とが うか が え る 。 た だ こ の 場 合 ， ドイ ッ 観念論 の 存在 を忘 れ て は な る

まい
。 例 えば ヘ

ー
ゲ ル の 「最高 の 自由は 最高 の 共 同で あ る 」

19
と い う認 識 に は

，

ワ
ー

グ ナ
ー の 「コ ミ ュ ニ ズ ム 」 や 「綜合芸衛作品」 の 理 念は も とよ り ， イ ワ

ー

ノ ブ の 「ソ ボ ー ル ノ ス チ 」 （「究極 の 自由 を超 幗 人 的 に確 立 す る こ と」
− SS

II［，89）や 「共 同 体」 の 理 念 に 通底す る もの が あ る 。

4 ． 詩 人 ＝ 無意識 を知 る者

　 『オ ペ ラ と ドラ マ 亅 で ワ
ー

グ ナ
ー は 詩 人 の 創 造 を ， 民 衆 に よ っ て 「無 意識 的

に 共有 され た 宗教的 な もの 」 で あ る 神話 を 「生 の 直覚 に 従 っ て 」再 創 造 した も

の と 定義 して い る 。

20
イ ワ

ー ノ ブ に よ れ ば 「神 話 創 造 MHOPOTBopgeo ［VBO 」 と
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い うこ とに な る が t ワ
ー

グ ナ
ー

に よ る と ， 我 々 の 感覚は 今 や 慣習 に よ っ て 曇 ら

され て し まい
， 生 の 直接性 を直覚す る こ とが で きない

。 した が っ て 我 々 の 感覚

が 「根源 に 遡 っ て 本性 を発揮 で きない か ぎ り」， そ う した神話創造 もか な わ な

い
。 彼 は さ ら に ， 作 品 に お い て 神話 の 内 包 して い た 生 の 直接 性 と世 界 そ の もの

へ の 直覚 を蘇生 させ る た め に
， 悟性 に 働 きか け る の で な く， 感性 と感情 に 直接

訴 えか け る 新 た な言 語 の 創出 を論 じて い る 。 す な わ ち 「古 い 原 初 の 根」 で あ る

「語 根」の 重 要性 に 着 目 し， そ れ を頭韻 そ の 他 の 形 で テ ク ス トに 利 用 す る こ と

の 多大 な可 能 性 を説 くの で あ る 。

21
語根 と い う言語 の 根 源 に 遡 る こ とか ら生 の

直接性の 蘇生 の 可能性 を唱 えて い る点 で
，

ワ ー グ ナ ー の 主 張 は イ ワ
ー

ノ ブ の 言

語 思 想 と顕 著 な 類似 を 見せ て い る 。 こ こ で も 「始 源 回帰 ； 革 命 」 の 図式 を ， 両

者 に 共 通 して 見 る こ とが で きる 。

　 ワ ー グ ナ ー の 言説で 注 目すべ きは
， 民 衆 が 「大地 」 と され ， 民衆 は 語 根 とい

う 「古 い 原 初 の 根」 を保 っ て きた とい う主 張 で あ る 。
こ の 「民 衆 ／ 大 地 ／ 語

根 」 とい う根 源的 イ メ
ー

ジ の 連関は さ ら に 「無意識 」 に 結 び つ け られ ，
こ れ を

意 識 化 す る こ とが 詩 人 の 業 と さ れ て い る 。 「詩 人 は 無意識 を知 る 者」 な の だ
。

した が っ て 詩 人の 言葉 は ， そ う した 根源 に 潜行 ・遡 行す る こ とで 「発 明」 とい

うよ りむ しろ 「発見」 され る もの なの で あ る
。

こ う して 真 に 有機的 な ， 生 の 始

源的 な根幹 に 関 わ る 表現 が 具 現 され る は ず なの で あ る 。

22

　 こ の よ うな ワ ー グ ナ
ー の 説 は

， 「語 根 」 を f象徴 」 に 置 き換 え れ ば ， イ ワ ー

ノ ブ の 象徴 論 に 酷似 して くる 。 論文 『詩 人 と俗衆 no3T 　ll　9ePHb 』（1904）で イ

ワ
ー ノ ブ は ， 生 の 根 源 に 回帰 す る こ とで 詩 人 と俗 衆 が 共 同 で 行 な う新 た な 神話

創造 を唱 え ， 詩 人 の 創造 を民衆世 界 ， す な わ ち 「フ ォ
ー ク ロ ア の 根源 に 無意識

的に 潜行す る こ と」（SS　1，713 ）だ と定義 す る 。 詩 人 は ， 生 や 創造 の 根 源 が 胚 胎

して い る 「生 きた 過去」 と い う無限の ス トッ ク に 沈潜 ・遡 行 す る こ とで ， 新 た

な表現 を 「発 明 しつ つ 古 い もの を発 見 す る」（SS　1
， 714 ）。 そ う した 根源的民衆

世 界 は 詩 人 の 外部 だ け で な く， そ の 内 部 に も 「無意識的 に 」「先祖返 り的 に 」

（SS　1，713 ）蓄 え ら れ て い る 。 ま さ に 「詩 人 は 無 意 識 を知 る 者」 （ワ ー グ ナ ー）

なの だが ， さ ら に イ ワ ー ノ ブ に よ る と ， 詩 人 と民衆世界 を根源 に お い て 結 び つ

けて い る の が 「象徴」 で あ る 。 象徴 は 「太古 か ら民 衆 に よ っ て そ の 唄 い 手 た ち

の 魂 に 埋 め 込 まれ て 」（SSI ，
712 ）お り， 詩 人 に と っ て 象徴 を感得 す る こ と は

「民 衆 の 魂 の 忘 れ ら れ
， 失 わ れ た財 産 を追 体 験 す る こ と」（SS 璽

，
713 ）に ほ か な

らな い
。

一
方民 衆 は

， 詩人 を通 じて 「自己 の 古代 の 魂 を想 起 し ， そ こ で 何世 紀

も眠 っ て い る 可 能性 を回復す る」（SSL713 ）。
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　この よ うに 象徴 を介 して 詩 人 は 自身が 無意 識 に 有 して い た 民 衆 の 根源世界 を

知 り，

一 方民 衆 は 詩 人 を通 じて 自己 の 無意識 を知 る 。
い わ ば双 方 と も相手 を認

識 す る こ とで 自己認 識 に 至 る と され ， そ こ に 詩 人 と民衆 の 両 者 が 和 解 を見 い だ

す 重 要 な契機 が求 め られ て い る 。
こ こ で も，

ワ ー グ ナ ー とイ ワ
ー ノ フ に 共通 す

る 思 想 的根 底 と して ， ドイ ッ 観 念論 を あ げ る こ とが で きる だ ろ う。 例 え ば 『
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言葉 の 領 域 に お け る 最近 の 理 論的探求 に つ い て O　HOBenmHX 　TeopeTmgeeKux

RoecaHEfix 　B 　o6nacTu 　xyAoffteeTeeEHopo 　GnoBa 』（1922）で は ， 実際 に シ ク ロ

フ ス キ ー の 言 説
25

が 引 用 ・批 評 され て い る （SS　IV，643 −44 ）。 だ が ，
イ ワ ー ノ

ブ は こ れ を フ ォ ル マ リ ス トとは 別 の 理 念 の も とで 用 い て お り， そ の 点彼 の テ ク

ス トは 「ブ リ
ー

クや シ ク ロ フ ス キ ー の 理 念 を展 開 しつ つ
， 同時 に 彼 ら二 人 と論

争 して い る 」 と言 え る
。

26
そ れ に よ る と

， 詩 は 予 言や 呪 文 の よ うな神が か りの

宗教的 「異言 mooc   AanURj に 由来 す る 。 人 工 的 で 見 せ か け に す ぎな い 未 来

派の ザ
ー

ウ ミ と は 異 な り，
そ れ は 本当 の 「意味 を超 え た 言葉 3ayltHafi 　pegb ］

「言 葉 の な い 音言語 6eeCllOBeCHafi　3ByKopeqb 」 で ， 「感情 の 根源 か ら
一

定 の

形 を取 ろ うと して い る」分 節以 前 の イ メ ー ジ を象徴す る言 葉 を 「言 語 の 領域 で

産 む た め の 陣痛」 で あ る （SS　IV ，344）。

　宗教 か ら の 芸 術 の 発 生 を語 る イ ワ
ー ノ ブ の 思 想 に は

， 「詩 人 と聖 職 者 と は 太

初 に は ひ とつ で あ っ た 」
27

とす る ノ ヴ ァ
ー

リス ら ドイ ツ ・ロ マ ン 主義 の 反 響 が

明 瞭 に 聞き取 れ る 。 ま た ワ
ー

グ ナ
ー も ， 「音言語 3ByKopegb 」 に即 応 す る 「音

＝ 言 語 Tonsprache 」 とい うタ ー ム を用 い て ， 言語 と詩 の 発生 を論 じて い る 。

そ れ に よ る と 「音 ＝ 言 語」 とは ， 太 古 の 人 間 が 外界 の 刺激 か ら惹起 さ れ た 内 的

感情 を直接 現 した ，
メ ロ デ ィ

ー と身振 りを伴 う母 音か ら成 る原初的な言語の こ

とで ， 音 楽 が 根 源 的 に 発現 した もの で あ る 。 彼 は作 品 の 具 現 に あ た っ て は ， 慣

習 に よ っ て 擦 り切 れ て し ま っ た も っ ぱ ら悟 性 に 基 づ く 「コ トバ ＝ 言 語

Wortsprache 」 で な く ， 直覚 と感情 に 基 づ くこ の 「音 ＝ 言 語 」 を利 用 す る こ と

を唱 え て い る 。

28
な お 「音 ＝ 言語」 とい うタ

ー ム は
，

バ ロ ッ ク 期 の 音楽理 論家

マ ッ テ ゾ ン の 著 作 『完全 な る 楽長 亅（1739）に す で に 見 受 け ら れ る 。 純粋 器 楽 か

らの 感情表現 と い う意味で 用 い られ た の だが ，
こ こ に まず ワ ー

グ ナ
ー の タ ー ム

の
一 源 泉 が求 め られ よ う。 だ が 同時 に ， ノ ヴ ァ

ー リス や ヘ ー ゲ ル も著 作 で こ れ

を用 い て い る こ と に 留意せ ね ば な る ま い
。 例 え ば ノ ヴ ァ

ー
リ ス は 「現代 の 諸 言

語 は 音 ＝ 言語 と し て は 大 い に 衰 え て い る 」 と記 して い る 。

29
お そ ら くワ ー グ

ナ ー の タ
ー ム は ， 直接 に は ドイ ッ 観念論 と ロ マ ン主 義 （

’tR性 に 対す る 感情 の 優

位 性 の 信仰 ）， さ ら に 広 く捉 え る な ら 「言 語 の 起源 」 をめ ぐる 十八 世紀 の 思弁

に 由来す る と思 わ れ る 。 イ ワ
ー ノ ブ の 「音言 語」 も， 感 情 に 関 連 して 述 べ られ

て い る こ と か ら ， フ ォ ル マ リ ズ ム よ りは ドイ ツ 的 伝 統 （そ して ル ソ
ー 30

＞ に 根

ざ して い る と考え られ る 。

　 も っ と も ， イ ワ
ー ノ ブ が 「論争」 した シ ク ロ フ ス キ

ー
の 著作 自体 ， 特定の 意

味 を持 た ず に 内 的感 情 を直 接 表 出す る 「音言 語」 の 機能 を ， 宗教 セ ク トの 異言
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か ら未来派 の ザ ー ウ ミ まで
， 様 々 な言語表現 に お い て 検証 し よ うと す る もの で

あ っ た 。 また ， 未 来 派 が ア ダ ム の 言 語 （ク ル チ ョ
ー ヌ ィ フ の 言 う 「原 初 の 純潔

さ の 回復」
3ユ
） に 寄 せ た撞撮 に して も ， きわ め て ロ マ ン 主 義的 な始源言語信仰

に ほ か な ら な か っ た 。 例 え ば テ ィ
ー

ク は 「詩 は 意昧 も内容 も必 要 と しな い
， な

ぜ な ら感情 は 響 きと音 に よ っ て 最良に 表現 され る か ら だ 」
32

と述 べ て い る 。
ノ

ヴ ァ
ー リス も fた だ 響 きの 良い 詩 だ け を ， た とえ い か な る 意味や 関連 が な くと

も」
33

と記 して い る 。 「始源 回 帰 ＝ 革命」 の 図式 は ，
ロ マ ン 主 義か ら未来派 に

も継承 され た の で あ る 。

　 ワ ー グ ナ ー は ， 慣習 に よ っ て 曇 ら され て い ない
， 感覚 と生 の 直接性 の 回帰 を

唱 えた 。 フ ォ ル マ リ ズ ム （と くに シ ク ロ フ ス キ ー ） も， f自動化」 して し ま っ

た 現 代 人の 感覚 に 「異化」作用 に よ っ て 揺 さ ぶ りをか け ， 世 界 と事物 に 対す る

新 た な 眼差 しの 回復 を 説 い た 。 両 者 をつ な ぐ系譜 の うえで ， イ ワ
ー ノ ブ が ベ ー

ル イ と と もに 果 た した 役 割は 大 き い と言 え よ う。 そ の 根 底 に 存 在 す る の は ， 十

八 世 紀 に 由来 す る 始 源 神話 ，
と くに ロ マ ン 主 義の 世界像 な の で あ る 。

6 ． ドイ ツ と ロ シ ア

　以 上 見て きた よ うに ， ワ
ー

グ ナ
ー と イ ワ

ー ノ ブ の 思 想的パ ラ レ ル は ， テ ク ス

トに 現 れ て い る 言説 の 表面的
一

致 よ りも ， よ り根 源 的 レ ヴ ェ ル に 根 を下 ろ して

い る 。 ドイ ツ 観念論 と ロ マ ン 主義 と い う精 神 的根 底 が ， 両 者 の テ ク ス トの 問 に

強力 な磁場 を現 出 させ て い る の で ある 。 イ ワ ー ノ ブ の 言語思想で 言及 され るの

は ヴ ィ ル ヘ ル ム ・フ ン ボ ル ト， シ ョ
ー ペ ン ハ ウ ア

ー
， ゲ

ー
テ だが ，

ほ か に ハ ー

マ ン
，

ヘ ル ダー
，

ノ ヴ ァ
ー

リス や ．
レ ッ シ ン グ ， テ d　

一一ク ら の 思 想的反響 が 指

摘 され て い る 。

34
十 八 世 紀 以 来 の ドイ ツ 思 潮 の 総 体が 彼 の テ ク ス トに 反映 さ れ ，

そ こ ご こ で 顕在化 して い る の で あ る 。 ワ
ー

グ ナ
ー

の イ ワ
ー ノ ブ へ の 影響 ， な い

しは 両 者の 思 想 的パ ラ レ ル を追 求 して い くと ，
こ う した十 八 世 紀 以 来 の ドイ ツ

と い う一 つ の 大 きな精神文化 に突 き当た る こ と に な る
。

　 こ こ か ら二 つ の 文化 展 望が 開 け て くる 。

一
つ は 十 九 世 紀 ロ シ ア 社 会思 想 へ の

展 望 で あ る 。 イ ワ
ー ノ ブ の 多用 す る

，
ス ラ ヴ 派 に 由来する 「ソ ボ

ー ル ノ ス チ 」

「共 同 体」 と い う概 念 は
， 本 来 ドイ ッ 観 念論 と ロ マ ン 主 義の もの で あ る 。 ワ

ー

グ ナ
ー は 民衆 を 「古来 よ り共 同 的 な る もの を生 み 出 す 個 々 人 す べ て の 総和」

35

と定義す る が ，
こ の 民衆 に お け る 「共 同 釣 な る もの 」 の 志向 に お い て

， 彼 は イ

ワ
ー ノ ブ の 先駆者で あ る 以 前 に ，

ロ シ ア 社会 思想 とパ ラ レ ル の 関 係 に あ っ た 。

事実 ワ ー グ ナ ー は 民 衆 を 「有史以 前の 原 共 同体 の 意 味 で 1 捉 え ， 「未来 の 普 遍
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共 同体的 な存在」 と見 て い た 。

36
彼 が バ ク ー ニ ン と1849年の ドレ ス デ ン 蜂起 に

参加 した こ と は 良 く知 ら れ て い る 。 《神 々 の 黄昏》 の フ ィ ナ ー レ 「世 界 の 火

事」 は
，

バ ク
ー ニ ン が示 唆 した と され て い る 。 また 彼は ゲ ル ッ ェ ン と もつ なが

りが あ っ た 。

37
マ ル ク ス 同様 ゲ ル ツ ェ ン （1812年 生 ） も，

ワ ー グ ナ
ー

（1813年

生 ）の 紛 れ もない 同時代 人 で あ っ た 。 両 者 と も1848年の ヨ
ー ロ ッ パ 革命 を体験

し た ば か りか ， パ リが 象徴す る 近代 産 業資本主 義社会の 俗物性 に 反感 を抱 い た 。

こ の 反感 か らワ
ー グナ ー は ドイ ツ 的土 壌 に 回帰 し ， ドイ ツ 精神 に よ る 世界 救済

の 意 義 を提 唱 しつ つ
， 《ニ ー ベ ル ン グ の 指 環》 の 構 想 ， 民 族 の 過 去 が 民 族 精 神

の 未来 に 通ず る 芸術 ＝ 革命 の 理 念 を掘 り下 げ て い っ た 。 も と も と西 欧 派 に 近

か っ た ゲ ル ッ ェ ン もロ シ ア 的 土 壌 に 回帰 し ， 西 欧 に は ない ロ シ ア の 意 義 と使命

を 唱 え る こ と に な る 。 そ の メ シ ア ニ ズ ム は ドス トエ フ ス キ ・−
tV ．ソ ロ ヴ ィ ヨ

フ を 通 じて イ ワ ー ノ ブ ら ロ シ ア 象徴主 義第二 世 代 に 受け 継 が れ る こ と に な る 。

「美 は世 界 を救 う」 と い う ドス トエ フ ス キ
ー

の 理 念 も ， ドイ ッ
・ロ マ ン 主義 の

根 底 に 基 づ くこ と で
，

ワ ー グ ナ
ー や ニ ー チ ェ に よ る 「世界 の 美的救済」 の 理 念

と ま さ に ア ナ ロ ジ ー の 関係 に あ る 。 ワ ー グ ナ ー と イ ワ ー ノ ブ の 思 想 的 パ ラ レ ル

も ，
こ う し た流 れ に 鑑 み れ ば

， 決 して 偶然 な ど で は な い
。

　次 に ， ボ リ シ ェ ヴ ィ キ 革命 へ の 展望 が あ る 。 『芸術 と革命亅 は ナ ル コ ム プ ロ

ス か ら1918年 に 再版 さ れ ， ワ
ー

グ ナ
ー は 利 益 と娯楽 に専 心 す る ブ ル ジ ョ ア 的劇

場 を 弾劾 し た模範的革命芸術家 と して 熱烈 に 喧 伝 され る こ と に な る 。 イ ワ
ー ノ

ブ は こ の 年 の 秋 か ら モ ス ク ワ の テ オ の 歴 史 ・演劇課 長 を務 め ， そ の 役職 か ら

ワ
ー グナ

ー の 芸術 は ソ ヴ ィ エ ト芸術 の 採 る べ きモ デ ル を先駆的 に提示 して い る

と主 張す る 。

38
な か で も，

1919年 5 月 に 開催 され た 第
一

回全 ロ シ ア 学校外教育

大 会 で の 基 調 演 説 は 重 要 で あ る 。

39
こ こ で イ ワ ー ノ ブ は 民 衆 の 祝 祭 と して ソ

ヴ ィ エ ト演劇 の ある べ き形態 に つ い て ， （1｝祝祭 日に は 広場 で 合唱 を演 ず る こ と
，

  合唱 の 演 出 に 視覚的な 舞踏の 要素 を導入 し， 合 唱 の 旋律 的 な言 葉 を造 形 的 な

演技 の 美 ， 壮麗 な行列 と結 びつ け る こ と ， （3）民 衆 の 祝 祭 を ドラ マ 形式 に近 づ け

る こ と， （4喋 ま っ た 全 会衆 が 祝祭の 儀式 の 実 現 に 直接 参加 す る こ との 現 実 化 ，

（5）神話の 象徴 的 イ メ ー ジ に お け る 理 想的要素 な ど
， 相 変 わ らず （だ が 今や 歴 然

と脱神 話化 ＝ 政 治化 され た 文脈で ）集団的 演 劇創造 「ミス テ リ ア 」 の ヴ ィ ジ ョ

ン を提案 して い る 。

40
「ワ

ー グ ナ ー ／ ニ
ー

チ ェ ／ イ ワ
ー ノ フ 」 とい う美学的思

想連合体 は ， 内 戦期 の ロ シ ア が 「新 た な ア テ ナ イ 」 と な っ た とす ら感 じら れ た

ほ どの 演劇熱狂 ， ア マ チ ュ ア に よ る 大衆演 劇 ・ 群衆劇 を現 出 させ る うえで 多大

な役 割 を果 た した の で あ る評 こ の 意 味 で 革命初期 の ロ シ ア は
， ワ

ー
グ ナ

ー の
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ユ ー 5 ピ ア 的 な 救済理 念 ， 「新 しい 人 間」 の 誕 生が 最 も先鋭 に 意識 さ れ 具体 化

され よ うと した
， 世界 で も特異 な 時代 空 間 で あ っ た と言 うこ とが で きる 。

　 さ ら に民 族文化再生の 問題 に 直結す る ， 演劇 を含め た古代 ギ リ シ ア をめ ぐる

文化論争全 般 に お い て
， ヴ ィ ン ケ ル マ ン

，
レ ッ シ ン グ か らニ ー チ ェ まで の ドイ

ッ 的思 想伝統 と世 紀 初 頭 の ロ シ ア 文化 （ゼ リ ン ス キ ー
， イ ワ ー ノ ブ の ギ リ シ

ア ） が 出 会 い
，

い わ ゆ る 「ロ シ ア ・ル ネサ ン ス 」 の
一

面 と して 開花 し ， 革命初

期 の 芸術 論議 に 受 け継 が れ た 点 に も着 目すべ きで あ る 。 ラ テ ン 文化 を介 さず に

直接古代 ギ リ シ ア へ の 回 帰 が 唱 え られ
，

こ の 回帰 に 国民統 合 の 青 写 真 が 求め ら

れ た 点 で ， ドイ ッ 文化 と ロ シ ア 文化 に は まさ に パ ラ レ ル な一 面 が あ っ た の で は

な い だ ろ うか 。 そ の 際 ， 両 文 化 の 接 点 に 身 を 置 き， 古代 ギ リ シ ア 回 帰 と い う

「ドイ ツ 的夢想」「美学 的 政 治」
4Z

を二 十 世 紀 初頭 の ロ シ ア に 導 入 し た 点 で
，

イ ワ
ー

ノ ブ の 果 た し た 役割 は きわ め て 大 きか っ た 。

ア． 結 び

　以 上 ， イ ワ
ー ノ フ に お け る ワ ー グ ナ ー の 著作 の 影響 ， 及 び 両 者 の 思 想 的 パ ラ

レ ル を見 て きた 。 イ ワ ー ノ ブ 及 び 今世紀前半 の ロ シ ア 芸術 思 潮 全 般 に 対 す る

ワ ー グ ナ
ー

の 影響 を論 じる 場 合 ， 議論 を彼 の 音楽 や音楽 ドラ マ の み に 限 る こ と

は 重 要 な 局面 を見逃 しか ね ない 。 そ れ だ け で な く ， 著作か ら見 る ワ グ ネ リ ズ ム

の 視点が 不 可 欠で あ る 。 そ れ が あ っ て こ そ ，
二 十 世紀前半 の ロ シ ア に お け る こ

の 多 面 的 巨 人 の 影響の 総体 は ， 初め て 十全 か つ 明確 に 検証 で きる で あ ろ う。

　 ワ
ー グナ

ー
の 陶酔的 な芸備 は

， 大衆操作 に 結 び つ くこ とで 全 体 主 義 を準備 し

た と指摘 さ れ て きた 。 そ の ワ ー グナ ー と 同様， デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 陶 酔 的 ・破壊

的原理 で も っ て 知 識 人 と民衆 の 断絶 の 克 服 を唱 え た イ ワ
ー

ノ ブ も ， 今 日全 体主

義 の 張本入 の ご と く見 ら れ て い る 。

43
た しか に 彼 は未 開主義の 主 唱者 で は あ っ

た が
， 同 時 に彼 に は 人 文主 義 の 伝統 が 深 く根付 い て い た こ と も忘 れ て は な ら な

い
。 彼 は 内 戦 期 ， 伝統文化 を 「忘却」 す る 「自tw　tabula　rasaj へ の 回帰志向

に 対 し て ， は っ き り と文化 の 「記 憶 」 「宝 庫 thesaurus 」 と して の 伝 統 の 重 要

性 を訴 え て い る （SS　III，395 −96 ，418 ）。 イ ワ ー ノ ブ の こ う した考え は 193  年代

の ドイ ツ に お け る 文化憎悪 の 傾向に 危機感 を強 め て い た E ．R ．ク ル ツ ィ ウ ス の

精 神 と共 鳴 し ， 西 欧 人文主義 の 連続性 と持続 を説 い た 『ヨ ー ロ ッ パ 文学 と ラ テ

ン 中 世』（1948 ）が 成 立 す る う え で
， 多大 な 役 割 を果 た した の で あ る 。

44
イ ワ ー

ノ フ の 提唱 した 生 の 直接性 と全 体性希求の 思 想 に は ， 常 に 両義 的 な もの が 付 き

ま と う。 そ の
一

面だ け を追 う よ うな こ とが あ っ て は な ら な い 。
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　 ソ 連 が 崩壊 した 今 日 ，
二 十 世紀 前 半 の ロ シ ア 文 化 をめ ぐる 研 究 状 況 に は

， 第

三 帝国瓦 解 後の ドイ ツ に お け る徹底 し た ロ マ ン 主 義批判 に 類似 した と こ ろ が あ

る 。 だ が ， イ ワ
ー

ノ ブ の よ うな シ ン ボ リ ス トや
，

さ ら に ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド芸術

家た ち を全体主義 の 張本人 と して 断 罪 す る 前 に
， あ の 革命 の もた ら した陶 酔の

根 本 的 な意味 を時 代 の コ ン テ ク ス トに即 して 綿 密 か つ 総 体 的 に見 究 め て い くこ

とが ， ま さに今 こ そ肝 要 で あ る 。 こ の 地 道 な作業 を通 じて こ そ ， 前 世 紀 か ら今

世紀 に か けて の ロ マ ン 主 義か ら ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドへ
， さ ら に全 体主 義 へ と通 じ

て い く文化 の 通観的視座 の 獲得 ， 「距離 の 感覚」 の 現出は 初 め て 可 能 に な っ て

くる 。 ドイ ッ と ロ シ ア の 文化的パ ラ レ ル の 問題 は ， 国 ご との 縦 割 りの 文化硬 究

の 枠 を越 えて
， 今後

一
層 の 綿密 な研 究が 要 求 され る こ と に な る だ ろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （お お た　 じ ょ うた ろ う ・ 熊 本 学 園大 学 ）
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　イ ワ
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−4．
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と頁 数 を示 す 。 引 用 文 で の 原 著者 に よ る 強 調 は す べ て 傍点 で 統一 され る 。 著作名 に は

『 亅 を付 け， イ ワ
ー

ノ フ の 著作 に 限 り原題 を記 す 。

1
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。
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Novalis
，
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，
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CM ．： re 四 eH ，　A ．　M ．　Co5panue 　couu κeκ uti： B30 　T 。　MocRBa
，
　t96弖．　T ．24．

295 −97
，
498 −500 ．

Bartlett，227−31；MBaHoB ，　Bfiq．　O　BarHepe ．　Becm κ urc　lneampa 　3｝ 32（1919）：

8−9．

Clark，　 K ．　 Petersburg：　 Cnteibte　げ 　Cuttural　 、Reuolutien．　 Cambridge ，

Massachusetts ＆ London
，
1995．104，111− 12．

MBaHoB
，　 B 朋 ・ KBonpooy 　 o60praHva3aqHu ？ BoP 可 ecNI ！x 　 cun

HapoA 耳oro 　　KonfieKruBa 　　B　　o6nacTM 　　xyAolKecTBeHHoro 　　Ae 重cTBa ．

亅Becmκ urc　meampa 　26 （19歪9）： 4．

von 　Geldern、」．　Njetzschean　Leaders　 and 　 Folbwers 　in　Soviet　Mass 　Theater，
1917−27． Niet2sche　 and 　Sσ viet （〉麗 lture’ Ally　 and 　A　dversai：y，　 Ed．　 by　B．　 G ．

RosenthaL 　Cambridge ，1994．127．

フ ィ リ ッ プ ・ラ ク ー ＝ ラ バ ル ト 「虚 構 の 音楽　 　ワ
ー グナ ー の フ ィ ギ ュ

ー ル 亅 谷 口

博史訳 ， 未来社 ，
1996

， 52−53，

こ の 傾 向 は と く に Ma3aeB
，
　 A ．　 K ．　ffpo6neMa　 cunmeaa 　 ucrcyccmea θ

ecmemurce 　pgccκozo 　CUIteonu3 ．ua ．　MOCHBa
， 丑992．142 −234 に 顕 著で あ る 。

Dieckmann
，
　 Herbert　et　Jane　M ． （ed ，）

．Deutsch−FraneOsische　Gesprahe
192ひ

一1950 ’　La 　Conesondance　de　Emst 　Robert　Cu7titcs　ave ‘　AndTi 　Gide．
Chartes　 D 拠 Bos　 et　 Vatery　 Larbaud，　 Frankfurt　 am 　 Main

，
1980．314 ， 318；

VSJachtel，　M ．1〜usst αn 　Spmbolism　and 　Literary　 TraditiOn： Goethe．　Novalis　and

’加 」Poetics｛ゾ Vyaehes 　tav　lvanev．　Madison ，1995．219−25．

＊ 本稿 と あ わ せ て ， 太 田 「陶酔 の 彼 方 に 　 　 ワ ー グ ナ ー と ヴ ャ チ ェ ス ラ フ ・イ ワ
ー ノ

ブ 」， rス ラ ヴ ィ ア
ー

ナ』 12（1997）：159−250 も参照 され た い
。
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n3imapfi em

BArHEP"3M  B  PeCCH":  BJInAHXfi  "  llAPAJIJIEfiM

"AEpt  BArHEPA  B  Ceq"HEH""X  BM.  MBAHOBA

   21e c"x  nep  B aMrepaTypoBeneHvaM  nyacTo  feBopMnocb  o  en"stH""  HMqHJe  Ha

cou"HeHMg  B"q. MeaHoea;  Mencny  TeM  noflpo6Hblti  aHan"3  reKcToB  "BaHoBa

no3BonAeT  BblgB"Tb  TaK)Ke  "ne"Hble  napanaen"  c TBopgecTBeM  Bamepa,
oKa]aemero  3HaqMTenbHoe  BanfiHHe  Ha  "BaHona,  KoTepNil.  HecoMHeHHo,

BH"MaTeAbHO  U"TaA  ero  TeKCTbS.  B  GaHHO"  CTaTbe  g fiO"NTaflCst  fiPaaHanM3MPeBaTb

fiapaAAenH3M  "x  cnpog  MbltuneH"s.  MAeva  pa3BMBaK)utMxcg B  Mn  coq"HeH"gx,  no

cnenyK)m"M  "aeinMoTxBaM":  1) {cBo3BpauteH"e  K  Haqa"y-peBonloHMgh,  2) Kno3T-

3HaroK  6ecco3HaTeAbHore", 3) KTonsprache/3ByKopeus).

   1} O  napaAAeAH  B 3cTeTMKe-fionliTMgecK"x  s3rngf  ax  BarHepa  M  UBaHoBa  Ha

"TeaTp  6yaylqero". OH"  cuman"  TeaTp  BaxHbaM  cpeAcTeoM  HaPOnHOre

e6beGMHeH"g.  B  fievaeKax  3Toro  MneaAbHoFo,  {c6yny!ltero"  TeaTpa,

fipoT"BoNocTaeneHHepe  3roMcTMuecKM-ll"tpopepeHunpeBaHHeH  cMTyau""

coBpeMegHero  MM  "cKyccTBa  "  o611tecTBa.  oHx  o6a  opHeHT"poBaE"cb  Ha  o6pa3llbl

ApeBHea(l}KHeKoro  BceHaponHoro  {l)ecT"Bana  Tparen"M,  MeqTanli  o  eFo

BO{  CTaNeBAeHM",  KocOPOe  6bl npeOAOrenO  coBpeMeMEOCTb.  B  EFTOM  "peE-PeCC"BHO-

"porpeccMBHoM)}  cTpee  Mbru[neHMg  Mbl  BMgvlM  rAaBHylo  aHagor"lo  Me)-cny

BarHepoM  H  KfiaHoBblM.

  2) B  KOnepe  H  ApaNte"  BarHep  onpenea"eT  "o3Ta  Kax  K3HaToKa

6ecce3HaTenbHoreb, H TBopqecTBo  negTa  KaK  fipeTBopeHMe  MMq)a.  MltcP, ilo ere

onpeneneHHIo,  ecTb  Heglo  peA"r-o3Hoe,  KoTophtM  Hapog  o6llaRan  coBMecTHe  "

fiecco3HaTelbHe. TaKoe  Be33peHMe  cpa3y  HafieMMHaeT  HaM  "BaHogcKMti  nMcKypc

o  KMli(I)eTBopuecTBe":  rAy6oKoM  BsanMoeBg3M  TBopgecTBa  no3Ta  M  Mva{I)a, KaK

HapoAHero,  Kco6opHoroE,  TBopgecTBa.  vaBaHoB Ha3blBaeT  TBopqecTBc  "o3Ta

K6eceo3HaTefibHblM  norPy)KeHMeM  B cTHxnH)  {l)o"bKAoPa)},  re.  B  caMy}o  Haporwylo

nymy.  3Aecb  n aHaAer"fl  Me)xny  H"MM  nopa3MTeAbHa.  Ho  ofiHOBpeMeHHo  Henb3"

ynycKaTb  "3  B"ny.  uTo  B eToM  oTpa)KaeTcst  TpaAm""fi  HeMeux"x  Mflean"cTeB  M

poMaHT"KoB,  B KoTopoti  MncP,  rdecco3HapenbHoe", cq"Taft"cb  "cT"HHblMM  y3aMM.
"pliMmpAIourMM"  M  o6seA"B"K)ul"MM  qenoBeKa  "  nptapomy.  fioxa  M  Hapon.  :)ra
meMHaA  Tpall"ttlig  nepMaHeHTHo  "p"cyTCTByeT  B  ocHoBe  MNulAeR"g  BarHepa  "

MIvaHoBa.

  3) TepMMH  ･a'onsprache"  "ogBHncg  B  XVIIE  BeKe.  no  BarHepy. gTonspracheh
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eCTb  fiePBOHaUaAbHblrt  g3blK  qeAOBeKa.  HeflOCPenCTBeHHO  BblPa)-CalOlllMti

BHYTPeHHMe  SMOU"H.  Bbl3BaHHble  CT"MYnaMM  M3  BHeMHerO  MMPa.  OH  PaOCKa3blBaer
o6  "cno"b3oBaH"H  gTOnsprache"  ([3blKa npgMoFo  omymeHMA  n  3MounM).  a  He

"Wortsprache)-  (pa3yMHoro fi3hlKa,  cTelrroro･fip"BblqKaMM},  "pK  poaAH3au"M  cEneti

"ApaMbl  6yny"lero". MBaHoB  Tax)ice  pa3MbllullfieT o  npoMcxo)I[neHHx  g3blKa

(fio3T"qecKoro A3hlKa  e  oco6eHHocTM),  ynoTpe6nA"  aHanor"qHhlti  TepMMH

a3ByKepe-b",  ceg3aHHNli  y Hero  c "rnocconanHetih,  KaK  "cTHHHo  g3ayMHoti",

a6eccnoBecHeto  pegbK), oflpefieAgK)H4eticg  `"3  3MouMoHafibHolj  cTHxHMm  3necb

HY)ICHO  3aMeTnTb.  gTO  He  TOnbXO  TeKCT  MBaHOBa "OneM"YeH  nO  OTHQIlleH"K}  K

(i}opManHcTaM.  Ho  H  gTo  oH  (aTaBMcT-gecx")  Bo3Bpall4aeTcfi  K  paccy)etJ¢ H-K}

XVIII  BeKa  o  npoMcxo)etneHllM  g3blxa  M  K  poMaHTH-ecKoM  MAee  o6  DMouMil.  TaK,

aHaJln3"pyA  cooTBeTcTBMe  Me)Kny  (ren$pracheh  H  "3ByKop ¢ ublo"  B  TeKcTax

BarHepa  M  MBaHoBa, Mbl  noayuaeM  noAHylo  reHeanorM}o  MHfpa  o  nepBoHaqanbHoM,

Hc  KM3}{ac"noBaHHoM"  g3HKe  ew  XVIII  BeKa  (Pyeco, repaep,  M  Ta.)  no  eyTyp"(rtoB
Hamero  BeKa.

  TaK  Ha3blBaeMblti  KBarHcpM3M"  B  PoccHH  Hauana  XX  BeKa  paccMalp"Bancg no

C"X  nOP  "CKnK)"HrenhnO  C  roUK"  3PeHHfi  MY3blKH  "･MY3NKaJlhHOti  flPaMbl  BarHepa.

Teflepb  )Ke  HaNI  Hano  paccMorpeTb  sTo  geneHMe  TaK)Ke  M  c  ToqK"  3peHMg  ero

couuKeHuza  c  yueToM  Tpanllll"M  HeMeuxlix  poMaHTHKoB,  KoTopyKI  yHacAeAoBan"

pyccKHe cfiaBgHo(PHAH,  noyrbl-cMMBonMcThl  "  tpyTypMcTN. Cog"HeHMg  BarHepa  (
KvacKyccTBo  M  peBonK)llMA)} B  ooo6eHHocTva)  "  MBaHoBa  cblFpan-  Ba)"cHetiluylo

ponb TaK)Ke  H  B  1920-e roAbt, oKa3aB  6oflbll1oe BaHflHHe  Ha  opraH"3aropoB  MaoooBblx

nelicTB.  "ccAeAoBaHHe  n"cKypcoB  B coguHeHHgx  BarHepa  fioMoraeT  BblgBMTb,  He

TOnbKO  erO  BAM"HMe  B PocCMM  B  llenOM.  HO  TaK)Ke  "  flCHee,-  norIHee･e"peneAHTb

KynbTypHo-HoropHqecK"e  napa.nnenM  Me)ltAy  repMaHHe"  "  Pooc"c"  (B ToM  q"cne

"  TOTaa"TaPHble).  B  3TeM  OTHOI"eHMn  KPa"He  Ba)KHa  POAb MBaHOBa, KOTOPblti,

KaK  HacJeAHMK  HAeti  BarHepa -  HM"me,  nblTaJEcfi  npMBMTh  B POccHM  "HeMe"KyK)

MeqTy"  o  HenocpeAcTBeHHoM  Bo3Bpame"-  x  ,rpeuecKoMy  
"HpomefillleMy)I

 "

3cTeTHKo-"onHT"gecKyK)･fiporpaMMy  "6ynyulero)  HaponHoro  Bo3poxcAeHMfi  "

o6beA"HeHMg.

   B  KoHlle  HauleFo  "Maccoeoro)  BeKa  HaM  Heo6xonMMo  uepecMoTp ¢ Tb

ryMaHHcTHqecKoe  HacAeAne  MBaHoBa.  xoTopoMy  "pncyura  TaKast  xce  3"o{}e!qafi

aM6HBalleHTHoerb,  KaK  li TBopeHMgM  BalHepa.
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